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呼吸器感染症 におけ るMeropenemの 臨床 的検討
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新 しい注射用カルバペ ネム系抗生物質meropenemを 呼吸器感染症13例 に使用 し,そ の有

効性 と安全性 について検討 した。投与方法 は1回0.5gも しくは1.0gを1日2回 点滴静脈内投

与 した。

効果判定可能な症例は12例 で著効7例,有 効5例 であった。細菌学的効果は,肺 炎4例,

慢 性気管支炎2例 で検討 し,5例 で消失,1例 で部分消失 した。

本剤投与に起因す ると思われる臨床検査値の異常変動 は,2例(GOT・GPT上 昇,好 酸

球 ・GPT上 昇)で 認められたが,臨 床上特 に問題はな く,ま た自 ・他覚的副作用は見られ

なか った。
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Meropenem(MEPM)は 住 友製薬(株)研 究所で開発さ

れた注射用カルバペネム系抗生物質である。本剤は,

カ ルバペ ネム骨格の1β位側鎖にmethyl基 を,2位 側鎖

にS-dimethylcarbamoyl-pyrolidine基 を導入 されてい

る。そのために,本 剤は従来のカルバペネム系抗生物

質に比 し緑膿菌を含むグラム陰性菌に優れた抗菌活性

を示 し,グ ラム陽性,陰 性菌に対 して幅広い抗菌スペ

ク トルを有するとともに,腎 デヒ ドロペ プチダーゼー

1に 対 する安定性 を向上 させ たと云われている12)。

第1相 臨床試験 において単剤での安全性および体内安

定性が示されている3)。

今回,我 々は呼吸器感染症に対 して本剤 を使用する

経験 を得たので,そ の臨床成績について報告する。

対 象は平成元年11月 か ら平成3年1月 までに広島大

学医学部第2内 科および関連施設 に入院 した呼吸器感

染症患者で本治験参加に同意の得 られた13症 例であ

る。男性8例,女 性5例 であ り,年 齢分布は19歳 から

90歳 で平均年齢は60.6歳 で あ った。対象患者の内訳

は肺炎9例,肺 化膿症1例,慢 性気管支炎3例 であった。

MEPMの 投 与量お よび投与法は本剤1回0.5～1.Og,l

日2回 の点滴静注 とした。投与期間は6～15日 間で,

総投与量は5.5～30gで あ った。

臨床効果の判定 は自 ・他覚症状 のほか白血球数,

CRP,ESR,胸 部 レ線像 などの臨床検査と起炎菌の推

移,喀 痰量および性状などを参考にして総合的に判断

し,著 効,有 効,や や有効,無 効 と分類 した。

臨床成績の まとめをTable1に 示す。なお,症 例13

はCandidasp.に よる呼吸器感染症であ り,本 剤に対し

て対象外のため臨床効果判定 から除外 した。残り12

例 の臨床効果は,著 効7例,有 効5例 で有効率100%で

あ った。疾患別 にみると,肺 炎9例 では著効4例,有

効5例 であった。また肺化膿症 の1例,慢 性気管支糞
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Table 1. Clinical results of meropenem treatment

*NF: normal flora **NT: not tested * * * (): MIC (ƒÊ
g/ml)
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の2例 は い ず れ も著 効 で あ っ た 。

細 菌 学 的 効 果 に つ い て は 本 剤 投 与 前 に 喀 痰 培 養 を 試

み 起 炎 菌 の 確 定 に つ と め た 。 症 例1で はEscherichia

coliが 分 離 さ れ,症 例8で はStaphylococcus aureus,症 例

7,9で はStreptococcus pneumoniae,症 例11で はKleb-

siella oxytocaとEnterobacter sp.,症 例12で はEnterobacter

cloacae等 の4菌1種,症 例13で はCandida sp.が 分 離 され

た が,そ の 他 の 症 例 で は 有 意 な起 炎 菌 は 分 離 され な か

っ た 。 症 例11で はEnterobacter sp.は 消 失 した が,K.

oxytocaは存続 し新たにAcinetobacter lwoffiが出現したの

で部分消失 と判定 した。その他の分離菌は全て消失し

た。

本剤投与症例において自覚症状,他 覚所見,尿.血

液一般検査,肝 機能 ・腎機能検査等を経過とともに観

察 したが,全 例,自 ・他覚的副作用を認めなかった。

Table2に 臨 床検査値の推移を示すが,症 例6に おい

てS-GOT,S-GPTの 上 昇を認め,症 例8に おいて好酸

球数,S-GPTの 上昇 を認めたが,い ずれも軽度であり

Table 2. Laboratory findings of patients treated with meropenem

B: before A: after



VOL.40 S-1
呼吸器感染症 におけるMeropenemの 臨床的検討

867

臨床上特に問題 とならなか った。

MEPMは グラム陽性,陰 性菌に対 して幅広い抗菌ス

ペクトルを有 レ,特 に呼吸器感染症の主たる起炎菌で

あるS. aureus, S. pneumoniae, Haemophilus influenzae,

Klebsiella pneumoniae, Pseudomonas aeruginosa な とに

対 し強力な抗菌活性 を有す ることが報告 されている1)。

従って,本 剤は呼吸器感染症 に対 し抗菌力からみて期

待できる薬剤と云える。

我々は今回の試験 において除外例1例 を除 く12例 中,

著効7例,有 効5例,有 効率100%と い う優れた成績 を

得た。このうち,起 炎菌の判明 した6例 の うち,部 分

消失の1例 を除き,全 例で起炎菌の消失を認めた。

副作用は全例で認められなかった。一方,臨 床検査

値の異常変動 は2例(GOT・GPT上 昇,好 酸球 ・GPT上

昇)に 認められたが,い ずれも軽度であ り臨床上特 に

問題となるものではなかった。

以上のことより,本 剤は呼吸器感染症に対 して有用

性が十分期待で きうる薬剤と考 えられた。
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We investigated the efficacy of meropenem (MEPM), a new injectable carbapenem antibiotic, in 13

patients with respiratory tract infections.
MEPM was administered by intravenous drip infusion. Doses varied from 0.5g to 1.0g, twice a day.

The clinical responses in 12 assessable cases were excellent in 7 and good in 5. Categorized by disease,

MEPM was excellent in 4 cases of pneumonia and good in 5, excellent in one case of pulmonary abscess

and excellent in 2 cases of chronic bronchitis. Causative organisms were identified in 4 cases of

monomicrobial infections, including one strain each of Staphylococcus aureus and Escherichia coli, and two

strains of Streptococcus pneumoniae. After administration of MEPM, all of the isolates were eradicated.

Isolates in one case of polymicrobial infection were eradicated, but those in the other case were

decreased. In two cases, abnormal laboratory findings were observed but were not serious. No side

effects were observed in any case.


